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2月28日（日） 

 2月28日（日）、静岡産業大
学藤枝駅前キャンパスにて、
「Pepper 1day プログラミング
講座」を実施しました。 
 
 この講座では、小学校3,4年生
とその保護者を対象とし、親子で
一緒に各学校に導入されているソ
フトバンクロボティクスの人型ロ
ボットPepperを動かすプログラ
ムの作成体験を通して、今年度か
ら小学校で必修化となったプログ
ラミング教育について学ぶ講座で
す。 

Pepper 1day プログラミング講座を開催しました 
～親子で一緒にプログラミング体験～ 

 

笑顔あふれる教育で「教育日本一」を目指します！ 
藤枝市教育委員会 教育政策課 TEL:054-643-3271 

子どもたち    専門家 

２月15日（月）、西益津小学校とユニ・
チャーム株式会社をZOOMでつなぎ、西
益津小６年生がユニ・チャーム株式会社
の担当者からコロナ禍での苦労や工夫に
ついて学びました。 
ユニ・チャーム株式会社の福村氏から、
最初に会社の概要についてお話をいただ
いた後、子どもたちは、仕事のやりがい
や苦労、コロナ禍で仕事がどう変化した
かなど、積極的に質問しました。最後に
は、福村氏から「夢や目標を持つと頑張
れる。自分が決めたらやり通すことが大
事」とメッセージが贈られました。 
 
 Ｑ．仕事のやりがい 
 Ａ．ユニ・チャームでは、ベビーケア、
フェミニンケア、ヘルスケア、ペットケ
ア、クリーン＆フレッシュの５つの事業
を展開。紙おむつやマスクなど、なくて
はならない商品に関わっている、人の役
に立つ商品を作っているということがや
りがいに繋がっている。 
 
 Ｑ．コロナ禍で変わったこと 
 Ａ．日本で１人目の感染者が出たとき、
マスクの注文が一気に10倍になり、マス
クの生産が24時間体制へと変わった。一
方で、ユニ・チャームはマスクもある
メーカーだと世の中の評価も変わった。 
 
Ｑ．今後チャレンジしたいこと 
 Ａ．ユニ・チャームの紙おむつなどの
商品は日本やアジアでトップシェア。国
外では８５カ国で商品を扱っているが、
アフリカなどまだ置いてない国がたくさ
んある。世界で一番利用者のことを考え
て作っている自信があるので、一人でも
多く使ってもらえる人が増えるように
チャレンジし続けたい。 
 
本授業は、職業観育成事業として、様々
な専門家と藤枝市内の子どもたちをテレ
ビ会議システムでつなぎ、キャリア教育
の一環として行っています。 

講師は、静岡産業大学 情報学部 佐野 典秀 教授 

義肢装具士とは 

医者の指示のもと、患者さんの体にあった義手や義足を作製するお仕事です。 
講師の沖野さんは、パラアスリートの義肢装具を手がけており、リオパラリンピックメダリス
ト・佐藤圭太選手の義足も担当されています。 」 

「 

 最後には、福村氏から「夢や目標を持つと頑張れる。自分が決めたらやり
通すことが大事」とメッセージが贈られました。 

 当日は、藤枝市のプログラミング教育に長年携わっていただいてい
る、静岡産業大学 情報学部の佐野 典秀 教授を講師に、2部制で36組
72名が参加しました。 
 
 Pepperのプログラミングでは、しゃべらせる、動かすといった基本
的な動作から、音センサを使った会話やタッチセンサのプログラムま
でステップを踏みながらプログラムを組んでいきました。 
 目の前にあるPepperが自分の思い通りに動くよう、試行錯誤しなが
ら、親子で真剣に取り組む様子が見られました。 


